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(57)【要約】
【課題】　机上等の載置体に吸着状態で載置固定するこ
とよって、長期間にわたり固定することができるブック
エンドを提供する。
【解決手段】　ブックエンド１の底面に、可撓性を有す
るとともに表面が略鏡面状の樹脂シート２が貼着され、
この樹脂シート２の面積をブックエンド１の底面の面積
よりも大きく形成して可撓面部２ａが形成される。樹脂
シート２は机上等の載置体の平坦な表面に面接合状態で
密接させる。
【選択図】図１



(2) JP 3201054 U 2015.11.19

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ブックエンドの底面に、可撓性を有するとともに表面が略鏡面状の樹脂シートが貼着さ
れ、
　この樹脂シートの面積を前記ブックエンドの底面の面積よりも大きく形成して可撓面部
が形成されたブックエンド。
【請求項２】
　ブックエンドの底面に貼着された樹脂シートの底面と、前記ブックエンドが載置される
机上等の載置体の平坦な表面との間に水膜を介在させ、略真空状態で吸着させる請求項１
に記載のブックエンド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、机上等の載置体に吸着状態で載置固定することができるブックエンドに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に周知の金属板や木によって形成されたブックエンドは、底面が平面となっている
ことから、摩擦抵抗が少ないために、本が傾いて横に働く力が大きくなると、ブックエン
ドが滑って本がずれたり倒れたりする問題がある。この問題を解消するために、例えば、
実開昭６３－１０３３３５号公報（特許文献１）、実開平２－９４６４３号公報（特許文
献２）に開示されているように、底面に、ゴムからなる滑り止めを取り付けるブックエン
ドが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６３－１０３３３５号公報
【特許文献２】実開平２－９４６４３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　　特許文献１、２に示すブックエンドは、底面に取り付けた滑り止めによって摩擦抵抗
が大きくなることから、ブックエンドの滑りを抑制することが可能となる。しかし、経年
変化によってゴムからなる滑り止めが硬化することによって摩擦抵抗が著しく低下するた
めに、ブックエンドが滑って本がずれたり倒れたりする問題が生ずることになる。
【０００５】
　本考案が解決しようとする課題は、机上等の載置体に吸着状態で載置固定することよっ
て、長期間にわたり固定することができるブックエンドを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、本考案によるブックエンドは、ブックエンドの底面に、可撓性を有するととも
に表面が略鏡面状の樹脂シートが貼着され、この樹脂シートの面積を前記ブックエンドの
底面の面積よりも大きく形成して可撓面部が形成されることを要旨としている。
【０００７】
　また、ブックエンドの底面に貼着された樹脂シートの底面と、前記ブックエンドが載置
される机上等の載置体の平坦な表面との間に水を介在させ、前記樹脂シート略真空状態で
吸着させている。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案によれば、ブックエンドの底面に、可撓性のある表面が略鏡面状の樹脂シートを
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貼着しているので、ブックエンドが載置される机上等の載置体の平坦な表面に面接合状態
で密接するので、摩擦抵抗を高めた状態で長時間にわたり維持することができる。
ことができる。これにより、ブックエンドが滑って本がずれたり倒れたりする問題が解消
される。しかも、樹脂シートの面積をブックエンドの底面の面積よりも大きく形成するこ
とにより、樹脂シートの可撓面部が形成されることから、机上等の載置体の平坦な表面に
沿って密接する面積が大きくなるので、摩擦抵抗を一層高くすることができる。
【０００９】
　また、樹脂シートの底面と、机上等の載置体の平坦な表面との間に水を介在させること
により、樹脂シートを載置体の平坦な表面から引き離そうとするとき、水によって大気と
が遮断されるので、略真空状態となって両者の吸着状態が維持されることから、長時間に
わたりブックエンドとしての機能を保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案に関わるブックエンドの実施例を示す斜視図である。
【図２】（Ａ）（Ｂ）は、ブックエンドを設置させる工程を示す説明図である。
【図３】本考案に関わるブックエンドの他の実施例を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　本考案によるブックエンドは、ブックエンドの底面に、可撓性を有するとともに表面が
略鏡面状の樹脂シートが貼着され、この樹脂シートの面積を前記ブックエンドの底面の面
積よりも大きく形成して可撓面部が形成される。
【００１２】
　以下、図面に基づいて本考案の実施例を詳細に説明する。図１は、本考案に関わるブッ
クエンドの実施例を示している。ブックエンド１は、本５を立て掛けるための側板１ａの
下端に、ブロック状の固定台１ｂが接着固定され、側面略Ｌ字状に形成されている。この
側板１ａ及び固定台１ｂの素材は、木、或いは、アクリル等の樹脂が好ましい。
【００１３】
　ブックエンド１の底面には、樹脂シート２が接着またはビス固定によって貼着されてい
る。樹脂シート２としては、可撓性を有するとともに表面が略鏡面状の樹脂製のシートで
あれば良く、例えば、軟質の塩化ビニール、ポリエチレン、ポリカーボネート、ウレタン
から選択される。また、小さな力で折り曲がらない程度の厚みが必要であり、好ましくは
０．５ｍｍ～２．５ｍｍ程度であれば良い。
【００１４】
　また、樹脂シート２は、ブックエンド１の底面の面積よりも大きく形成され、図に示す
ように、側板１ａの固定台１ｂとは反対側に大きな面積の可撓面部２ａを突出形成させて
いる。この可撓面部２ａは、ブックエンド１の側板１ａ、固定台１ｂの剛性に囚われない
ように、自由状態で屈曲するようにしている。
【００１５】
　以上のように構成されたブックエンド１を、机上等の載置体４の平坦な表面４ａに吸着
させる工程を図２によって説明する。まず、図２（Ａ）に示すように、樹脂シート２の底
面を上にして、水３を数滴滴下し、樹脂シート２の底面全面に拡散させることにより、水
膜３ａを形成する。
【００１６】
　その後、ブックエンド１を反転させて樹脂シート２の底面を下にした状態で、机上等の
載置体４の平坦な表面４ａの所定位置に載置した後に、図２（Ｂ）に示すように、樹脂シ
ート２が載置体４の表面４ａに接合するように押し付ける。これにより、樹脂シート２が
載置体４の表面４ａに面接合状態で密接する。このとき、載置体４の表面４ａと樹脂シー
ト２との間は、大気が遮断されることから略真空状態となって強固に吸着される。また、
水３によって大気と遮断されるので、樹脂シート２を載置体の平坦な表面から引き離そう
としても、略真空状態のために容易に引き離すことができない。また、このような略真空



(4) JP 3201054 U 2015.11.19

10

20

30

状態による吸着は、樹脂シート２の可撓面部２ａに至る広い面積に及ぶので、例え固定台
１ｂの部分が剛性によって机上等の載置体４の表面４ａに密接しない場合にも、可撓面部
２ａが載置体４の表面４ａに沿って密接するので、吸着力が一層強固になる。
【００１７】
　なお、樹脂シート２による略真空状態の吸着現象を生じさせるためには、机上等の載置
体４の表面４ａの状態も重要であり、木製或いは金属製の机やテーブルの場合は、一般的
に所定の塗料によって塗布することにより、表面が平滑に形成され、しかも吸水性も小さ
くしているので、殆どの机やテーブルにブックエンド１を使用することができる。
【００１８】
　図３は、本考案によるブックエンドの他の実施例を示している。図３に示すブックエン
ドは、前述した図１に示すブックエンドと実質的に同じであるが、相違する点は、ブック
エンド１０として、金属板を屈曲形成した市販のブックエンドを使用したことである。こ
のブックエンド１０の場合も、ブックエンド１０の底面には、樹脂シート１１が接着固定
されている。そして、樹脂シート１１を机上等の載置体４の表面４ａに密接させることに
より、略真空状態となって強固に吸着されることも前述した実施例と同様である。
【００１９】
　なお、図３に示すブックエンド１０は、側板１０ａの両側前方に、樹脂シート１１の可
撓面部１１ａ、１１ｂを形成している。このように、可撓面部１１ａ、１１ｂの面積を拡
大することによって、机上等の載置体４の表面４ａに密接する面積が大きくなるので、吸
着力を一層強固にすることが可能である。
【００２０】
　以上、本考案を実施例に基づき具体的に説明したが、本考案は上記実施例に限定される
ものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変形可能であることは言うまでもない。
前述したブックエンドの形状は一例を示すもので、他の形状に変更しても良い。また、樹
脂シートの可撓面部は、側板の前後に形成する他、側板の幅方向の片側もしくは両側に突
出形成するようにしても良い。さらに、可撓面部の形状は、四角形、楕円形の他多角形等
に形成しても良い。
【符号の説明】
【００２１】
　１　　ブックエンド
　２　　樹脂シート
　２ａ　可撓面部
　３　　水
　４　　載置体
　４ａ　表面
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